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●申込受付期間　26年１月６日（月）～31日（金）
●受付場所　保健福祉課／各保育園／内子総合
　窓口センター（内子分庁内）／小田支所のい
　ずれか
●提出書類
⑴入所申込書（希望児童１人につき１枚）
⑵家庭実態調査票
⑶就労証明書（または保育に欠ける証明書）
⑷25年分源泉徴収票の写し（確定申告をした人
　はその写し）
※⑴～⑶の用紙は受付場所にあります
※石畳へき地保育園は入所申込書のみ
※くるみ保育園と五城保育園は民営化されます
　が、入所手続きや保育料の決定などは、今ま
　でどおり町が行います。

●募集保育園・定員

●保育時間（全育保育）
　月～金曜日の午前８時30分～午後４時30分
　と土曜日の午前８時30分～正午
※早朝・居残り保育あり。
※内子保育園は延長保育あり。

●入所の資格
　次のいずれかの事情で保育ができない場合に
限ります。また保護者以外の人が保育できる家
庭、兄弟が幼稚園に入園している場合は資格が
ありません。
⑴保護者が昼間居宅外で働いている、または居
　宅内で家事以外の労働をしている
⑵保護者が妊娠中または出産後間がない
⑶保護者に病気やけが、障がいなどがある
⑷保護者が病気・障がい者などを介護している
⑸家庭が震災・風水害、火災などの災害に遭っ
　た
●入所の承諾　
　提出書類を確認した上で、保育所への入所を
承諾します。入所承諾の通知書は、２月下旬頃
に各家庭へ送付する予定です。
●その他
▷五城保育所は26年度から、内山病院跡地に建
　設する新しい園舎で保育します。
▷保育園は保育に欠ける乳幼児に対し、家庭に
　変わる機能を果たしながら年齢や発達に応じ
　た保育を行い、心身の成長を図ります。幼稚
　園は、幼児に対し学校教育を施すことを目的
　としています。保育園と幼稚園は、目的・機
　能に違いがありますので、各家庭に応じた子
　どもの保育をお考えください。

【申込・問い合わせ】
保健福祉課　児童福祉係
☎０８９３（４４）６１５４
※申込は総合窓口センター（内子分庁内）・小田
　支所・各保育園でも受け付けています。

園名 定員 　電話番号
内子保育園 80人 0893（44）3031

五城保育園 60人 0893（44）4700

大瀬保育園 45人 0893（47）0202

こばと保育園 55人 0893（44）2083

くるみ保育園 90人 0893（44）2281

石畳へき地保育園 30人 0893（43）1810
※保護者などが地区内に居住している場合のみ入園可

　子どもが被害者となる虐待や体罰、いじめな
どは、大きな社会問題となっています。子ども
たちが健やかに成長するために、一人の人間と
して尊重し、守らなければなりません。

子どもたちを取り巻く現状と課題

　いじめが原因による自殺や傷害など、痛まし
い事件が後を絶ちません。最近ではインターネッ
トやメールによる陰湿ないじめも多く、問題とし
て発覚しにくい場合もあります。いじめの苦し
みは、いじめにあった子どもだけではありませ
ん。見て見ぬふりをした子どもやいじめた本人
が、自分の行為を振り返り苦しむこともありま
す。いじめの解決は当人同士では困難です。日
頃から親や先生などが子どもの話に耳を傾ける
こと、家庭・学校・地域が連携して人権の大切
さを伝えていくことが必要です。
　体罰は子どもの考える機会を奪い、成長や自

立を妨げます。体罰を受けた子どもは暴力によ
る解決を学んでしまいます。私たちは体罰が人
間の尊厳と権利を否定するものであることを知
り、体罰によらず子どもが理解できる方法を身
に付けなければなりません。
　虐待は子どもの心身に重大な影響を及ぼし、
死に至る場合もあります。虐待を防ぐためには、
地域全体で情報を共有できる幅広い協力体制が
必要です。周囲の親子関係や家庭環境を理解す
るとともに、発生の予防と早期発見、適切な対
応が重要です。

私たちにできること

　これらの問題の解決のためには、まず親子で
温かい家庭をつくることが必要です。そして大
人が、子どもの権利についてきちんと理解し伝
えるとともに、問題から目を背けず地域全体で
見守り育てていく取り組みが求められます。

子どもたちの健やかな成長を願って 人権コラム＊幸せへの道
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●制度を利用するときの留意事項
・利用できるのは、国民年金第１号被保険者ま
　たは65歳までの任意加入者です
・希望する人は、役場に申出書を提出してくだ
　さい
・付加保険料だけの納付はできません
・国民年金保険料の免除、猶予、学生納付特例
　を受けているとき、国民年金基金に加入して
　いるときは付加保険料を納付できません
・納付期限は対象月の翌月の末日です。期限を
　過ぎると納付できません

【問い合わせ】
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５

ご存知ですか「国民年金付加年金制度」

（注１）小田線（内子町役場～小田支所）の２便のみ運行します。
※「死亡届」など急を要する事件は日直・宿直が受け付けます。（12月29日～１月３日は本庁のみ）
※内子分庁では12月29日以降、休日の受け付け業務を廃止します。ご理解とご協力をお願いします。

業務・施設／連絡先
12/26

（木）
27

（金）
28

（土）
29

（日）
30

（月）
31

（火）
１ / １

（水）
２

（木）
３

（金）
４

（土）
５

（日）
６

（月）
届け出などの受付業務（※）
○住民課　☎０８９３（４４）６１５２
○内子分庁　☎０８９３（４４）２１１２
○小田支所　☎０８９２（５２）３１１１

休 休 休 休 休 休 休 休 休

出納業務（支払・収納）
出納室　☎０８９３（４４）６１５６ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

町営バス
総務課　☎０８９３（４４）６１５０ （注１） 休 休 休 休 休 休 （注１） 休

八日市・護国町並保存センター
☎０８９３（４４）５２１２ 休 休 休 休 休 休

内子座　
☎０８９３（４４）２８４０ 休 休 休 休 休

歴史民俗資料館　
☎０８９３（４４）５２２０ 休 休 休 休 休

木蝋資料館「上芳我邸」
☎０８９３（４４）２７７１ 休 休 休 休 休

町並駐車場
☎０８９３（４４）５３４７ 無料開放

文化交流ヴィラ「高橋邸」
☎０８９３（４４）２３５４ 休 休 休 休 休 休

五十崎凧博物館
☎０８９３（４４）５２００ 休 休 休 休 休

内子町ビジターセンター「Ａ・ｒｕｎｚｅ」
☎０８９３（４４）３７９０ 休 休 休 休 休 休

内子町図書情報館
☎０８９３（４４）４１９８ 休 休 休 休 休 休 休 休

内山クリーンセンター
☎０８９３（４４）４５７４ 休 午後

休 休 休 休 休 休

内子フレッシュパークからり
☎０８９３（４３）１１２２

午後
休 休 休 休

　 ▽レストラン 午後３時まで営業 休 休 休 休 臨時
休業

　 ▽パン工房 休 休 休 休

　 ▽バーガーショップ 午後３時まで営業 休 休 休 休

　 ▽あぐり亭 休 休 休 休

小田の郷せせらぎ
○直売所　☎０８９２（５２）３０２３
○かじか亭☎０８９２（５２）２０９０

午後
休 休 休 休

しあわせの黄色いハンカチ
☎０８９３（４４）５１１１ 休 休 休 休 休 休

年末年始の業務のおしらせ
町の施設は12月28日（土）～１月５日（日）まで休みとなります。
ただし一部の施設は休みが異なりますので、ご注意ください。

プロフィール
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舞台演出家。著作に1981
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●国民年金付加年金制度とは　
　国民年金の一般保険料に加えて付加保険料

（月々 400円）を納付することで、老齢基礎年金に
付加年金が上乗せされる制度です。付加年金の年
金額は、200円×付加年金保険料納付月数となり
ます。

 （例）
  付加保険料を10年間（120月）納付した場合

　　200円×10年間（120月）＝24,000円

　　400円×10年間（120月）＝48,000円

 この場合、毎年24,000円の付加年金が老齢基礎
年金に上乗せされます。２年間で納付した付加保
険料分となり、３年目以降はお得です。

 毎年加算される年金額

 納付する保険料
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　町内の一般廃棄物（し尿は除く）の収集運搬や
処理業務を行っている内山衛生事務組合が、26年
3月31日に解散します。同組合の施設など（焼却
施設、リサイクル施設他）は、全て内子町の名義
に変更され、町が管理・運営することになります。
　これに伴い、一般廃棄物の収集運搬・処理業務
体制を見直しました。主な変更点は下記のとおり

「ごみの収集運搬・処理業務」の体制が
一部変わります

26年４月１日から

【問い合わせ】
環境政策室　☎０８９３（４４）６１５９

環境政策室
からの
お知らせ

です。
　変更内容の詳細は、各戸への配布文書（11月配
布）、町のホームページでもお知らせしています。
配布文書が届いていないとき、不明な点があると
きなどは環境政策室へお問い合わせください。ご
理解とご協力をお願いします。

対象地域 変更内容 備考

内子・五十崎

可燃ごみ・生ごみの収集日を曜日で設定する 収集回数は変更なし

可燃ごみ・生ごみの収集を祝祭日も行う ただし、5月5日は休み

分別品目の追加。金属類と布・古着を資源ごみとして分別
する

指定袋に入るものに限る

古紙を収集していなかった地区も収集を行う 収集範囲の拡大

小田

可燃ごみの土曜日収集地区（立石・南山・寺村・田渡地区）
の収集を金曜日に変更する

古紙を収集していなかった地区も収集を行う 収集範囲の拡大

不燃ごみ、資源ごみの収集日を第○週△曜日から、第○△
曜日に変更する

月１回の収集は変わらず

可燃ごみの収集を祝祭日も行う ただし、5月5日は休み

町内全域

内山衛生事務組合の解散に伴い、一般廃棄物の収集運搬・
処理体制の変更

施設等の維持管理・運営
は内子町が行う

指定ごみ袋の名前変更（内山衛生事務組合→内子町）
（内子町の指定袋は、平成26年2月1日から販売） 単価・種類は変更なし

クリーンセンターなどは、土曜・祝祭日も営業する ただし、5月5日は休み

日曜日、8月15日、12月31日～ 1月3日は休み これまでどおり

●変更の概要表

※金属類と布・古着の分別は、小田地区では既に実施されています
※祝祭日の不燃物と資源ゴミの収集は、現在も行っています
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